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【小学校国語・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校国語　No. E20





むかしの人の感じ方は？





学　年





　高





　次の文は、今から約千年まえに書かれた随筆です。　（１）（２）のように


　読んでみましょう。　（３）はあなたの考えを書きましょう。


　国語辞典を引いて、意味を考えて、漢字を書きましょう。





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(まくらのそうし),枕草子)�　　　　　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(せいしょうなごん),清少納言)�





春は、あけぼの。


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ようよう),やうやう)�白くなりゆく�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(やま),山)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぎわ),ぎは)�、


すこし�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(あ),明)�かりて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(むらさき),紫)�だちたる雲の、


細くたなびきたる。











　　　春は、夜明けがよい。


　　　だんだん白んでいく山際の空が、


ほのかに明るくなって、むらさき色の雲が


細くたなびいているのがよい。





（１）題名から口語訳までを読んでみましょう。





（２）題名から本文四行までを次のように読んでみましょう。


　　


声に出して読みましょう。


少しゆっくり声に出して読みましょう。


口を大きく開けて読みましょう。


一行見ては、紙を見ないで読んでみましょう。


間違えずに、最後まで読んでみましょう。





（３）春は、あけぼの（夜明けがよい）と書かれていますが、他の季節はいつがよいと思いますか。あなたの考えとその理由を書いてみましょう。


　夏…


　　　（理由）


　秋…


　　　（理由）


　冬…


（理由）





資　料





【小学校国語・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校国語　No. E20








むかしの人の感じ方は？





学　年





 高　年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








夏は、夜。


月のころは、さらなり。


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(やみ),闇)�もな�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(お),ほ)�。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ほたる),蛍)�の多く飛びちが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(い),ひ)�たる、また、ただ一つ二つなど、ほのかにうち光りて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ゆ),行)�くも、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(お),を)�かし。


雨など降るも、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(お),を)�かし。





秋は、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ゆうぐ),夕暮)�れ。


夕日のさして、山の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(は),端)�いと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ちこ),近)�うなりたるに、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(からす),烏)�の、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ね),寝)�どころへ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ゆ),行)�くとて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(み),三)�つ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(よ),四)�つ、二つ三つなど、飛びいそぐさ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(え),へ)�、あ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(わ),は)�れなり。


まいて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(かり),雁)�などの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(つら),列)�ねたるが、いと小さく見ゆるは、いと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(お),を)�かし。


日入りはてて、風の音、虫の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ね),音)�など、はた


言�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(う),ふ)�べきにあらず。








　『枕草子』の続きは次のようになっています。


　清少納言の感じ方を味わってみましょう。





冬は、つとめて。


雪の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ふ),降)�りたるは、言�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(う),ふ)�べきにもあらず。


霜のいと白きも。


また、さらでもいと寒きに、火などいそぎおこして、炭もてわたるも、いとつきづきし。昼になりて、ぬるくゆるびもていけば、火�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(お),を)�けの火も、白き�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(はい),灰)�がちになりて、わろし。





　夏は、夜。月が出るころは、言うまでもない。月が出ないやみの夜もまたよい。ほたるがたくさん飛んでいるのもたった一つ二つと、かすかに光って動いていくのも、趣がある。雨が降る夜も、また趣がある。


　秋は、夕暮れがよい。夕日がさして、山のはしにとても近づいたころ、からすがねぐらに帰るのに、三つ四つ、二つ三つ群れをなして、急いで飛んでいるようすも心ひかれる。まして、かりが列を作って飛んでいるのが、たいへん小さく見えるのは、ほんとうに興味深い。日がすっかりしずんだ後、ふと聞こえる風の音や虫の音は、これまた言うまでもなくすばらしい。


　冬は、早朝。雪がふっているのは言うまでもなくすばらしい。霜がたいへん白く降りたのもよい。また、雪や霜がなくても、たいへん寒い朝に、火を急いでおこして、炭を部屋へ運ぶのも、とても冬の早朝にふさわしい。昼になって、だんだん寒さがゆるんで暖かくなっていくと、火ばちの火も、白い灰になってしまってよいかんじがしない。








